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トピックス

環境科学部�倉 直教授は平成１３年４月２８日�に新聞発表さ

れたように，紫綬褒章を受章されました。５月１５日�に東京如

水会館で文部科学副大臣より紫綬褒章が伝達され，引き続いて

皇居を訪問し，他の受章者とともに両陛下に拝謁されました。

（環境科学部）

�倉 直 環境科学部教授
「紫綬褒章」受章

環境科学部 環境設計講座
�倉 直 教授

長 崎 大 学 学 報第６２１号 平成１３年６月１日
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表敬訪問

英国大使館の文化参事官であり，ブリティッシュ

カウンシルの駐日代表でもあるテリー・トニー参事

官他１名が，５月２日�に池田学長を表敬訪問しま
した。

今回は，本学の特色，情報教育の現状及び本学と

英国との関係について，学長からの意見を伺うため

に来学したものです。

学長との懇談は，本学における熱帯医学，放射線

医学の現状，留学生受入れの状況，本学の歴史等に

ついて和やかに意見の交換が行われました。

学長への表

敬終了後は，

総合情報処理

センターで本

学の情報教育

の現状を視察，

附属図書館で

英国と関係の

深い古写真とグラバー図譜を見学，留学生センター

で日本語教育の実状を聞かれていました。

（総務部国際交流課）

オランダの

ライデン大学，

日本・韓国語

学文化部門の

ボート・ウイ

レム・ヤン教

授他１名が，

５月１７日�に
池田学長を表敬訪問しました。

今回は，本学文系学部とライデン大学の学術交流

について打ち合わせを行うために来学したものです。

学長との懇談は，企画担当の渡邉副学長を交え，

本学文系学部との学術交流の進め方やライデン大学

ハウステンボス校に留学中のオランダ人学生の本学

での受講及び本学学生との交流について，日本語に

より和やかに意見交換が行われました。

学長への表敬終了後は，同日午後４時から事務局

第２会議室で同氏により，日本語での学術講演会（演

題：「江戸時代の思想と教育」）が催されました。

講演会には多

くの聴衆が参

加し，質疑応

答も活発に行

われ盛会の中

に終了しまし

た。

（総務部国際交流課）

英国大使館文化参事官兼ブリティッシュ
カウンシル駐日代表が学長を表敬訪問

ライデン大学，日本・韓国語学
文化部門教授が学長を表敬訪問

学長表敬の状況

学長表敬の状況

講演するボート教授

長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日 第６２１号
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学内ニュース

第２回長崎大学ファカルティ・
ディベロップメント開催

本学では，新任教官（平成１２年４月１日以降本学

の文部科学教官となった者）を対象に，第２回長崎

大学ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）を

５月２２日�に開催し，５８名が参加しました。
午前中は，池田学長，渡�副学長，橋本副学長及

び��事務局長が，それぞれ長崎大学の理念・目標，
研究の活性化，教育の充実及び事務機構について， 午後からは，国立大学における諸制度について，事

務局の担当課長から，今回作成したＦＤハンドブッ

クを中心に説明を行いました。

その後，参加者は，各部局に戻り，部局毎にＦＤ

を実施しました。

このファカルティ・ディベロップメントは，今回

のアンケート等を参考にして，今後引き続き，実施

していく予定です。

（学務部学務課）

長 崎 大 学 学 報第６２１号 平成１３年６月１日
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土木学会賞
「出版文化賞」受賞

工学部高橋和雄教授は，「雲

仙火山災害における防災対策と

復興対策－火山工学の確立を目

指して－」（�九州大学出版会，
平成１２年２月２９日初版発行）と

題する著作により，平成１２年度

土木学会賞出版文化賞」を平成

１３年５月２４日�に授与されまし
た。同賞は，土木に関する出版物で，土木工学・土

木技術の発展に貢献し，あるいは読者に感銘を与え

ることにより，土木文化活動の一環となりうると認

められた出版物の著者に授与されるものです。なお，

授賞式は同日に土木学会通常総会が開催されたホテ

ルエドモント（東京都）において行われました。

本書には地元の科学者から見た火山の災害状況と

人々の復興プロセスが，克明に映し出されており，

火山活動は火山ごとに「くせ」があるため，高橋氏

も指摘されているように，火山災害対策の策定や火

山活動シナリオの想定等に対して，災害記録はきわ

めて重要なものとなります。ひとたび火山活動が活

発化すると瞬く間に人々の生活や生産を脅かす火山

地域は，一方では風光明媚な地域であり，温泉も沸

き，多くの恵みを人々に与えてくれます。したがっ

て，日頃から火山

の活動状況を十分

に理解した上で，

人々は賢く火山と

つき合っていくこ

とが大切なのです。

高橋氏は，市民の

意向や地域の状況

を把握し，かつ国

や県の行政機関の

枠組みにとらわれ

ずに復興を扱うこ

とのできるのは島原市だけだと訴えています。

そこからは，それぞれの学問・行政分野を超えて，

市民の目で災害とその復興をとらえることによって

こそ「火山工学」のあるべき姿が鮮明になるという，

高橋氏の強い意志が伝わってきます。

本書は５８０ページにも及ぶ大著です。しかし，市

民の目からとらえた災害とその復興をあらわす文章

は平易でわかりやすく，親しみの播てるものになっ

ています。そして，豊富なデータが正確にまとめら

れているため，とかく風化し散逸する災害体験がこ

の本の中に新鮮に保存されています。

以上の理由により，火山工学や防災学を学ぶ者に

対して夢と勇気を与えてくれるものと高く評価され，

土木学会出版文化賞を受賞されました。

（工学部）

工学部
高橋 和雄 教授

長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日 第６２１号
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第６回医療事故防止
研修会開催

医学部附属病院では，医

療事故防止対策の一環とし

ての職員研修会を５月３０日

�開催しました。
今回の研修会は，看護部

の担当によるもので，最初

に澄川病院長から，医療事

故防止の取組み状況などに

ついて報告があった後，松

武看護部長から医療過誤の歴史や看護部における取

組みの現状などについて報告がありました。

ついで，小林婦長から「平成１３年度国立大学病院

リスクマネージャー研修」の報告と本院におけるイ

ンシデント・アクシデントレポートの発生件数，注

射・投薬に関するエラー内容，医療事故分析の方法，

事故に対する考え方など分かりやすく詳細に説明が

ありました。

研修会には，医師，看護婦，薬剤師，中央診療施

設の技師，事

務官など約

３３０名の職員

が熱心に聴講

し，約１時間

半の有意義な

研修となりま

した。

名誉教授称号授与式挙行
及び名誉教授懇談会開催
平成１３年５月１８日付けで名誉教授の称号を授与さ

れた方々への，名誉教授称号授与式が５月３１日�，
学長室において挙行されました。

式には，新たに名誉教授となられた９名のうち６

名が出席され，関係の部局長等の列席のもとに，池

田学長からそれぞれに対し称号授与の証書が手渡さ

れました。

授与式終了後は，新名誉教授を含む１５８名の名誉

教授のうち，３９名が出席され，第１８回名誉教授懇談

会が開催されました。

懇談会は，池田学長の挨拶に続き，水産学部海洋

物質科学講座の野口玉雄教授から，「フグはなぜ毒を

もつのか」をテーマとした研究報告があり，出席者

は熱心に耳を傾け，活発な質疑応答も行われました。

学長，部局長，評議員等との記念撮影の後行われ

た懇親会では，久しぶりの再会に話が弾んでいまし

た。 （総務部人事課・総務課）

報告する松武看護部長

大学の現状について報告する
池田学長

研究報告をされる野口教授

（医学部附属病院）

名誉教授称号授与式

熱心に聞き入る職員

記念撮影

長 崎 大 学 学 報第６２１号 平成１３年６月１日
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外国出張者等一覧（平成１３年５月出国分）
●外国出張

部局 職 名 氏 名 渡 航 先 国 期 間 渡 航 目 的 備 考

医学 教 授 矢野 捷介 アメリカ
１３．５．２
～１３．５．６

第２２回北米ペーシング電気生理学会出席

〃 教 授 中根 允文 アメリカ
１３．５．４
～１３．５．１０

米国精神医学会議出席

〃 教 授 柴田 義貞
ウクライナ・ベラ
ルーシ・ロシア

１３．５．１２
～１３．５．２０

チェルノブイリ医療協力事業に伴う現地技術協
力及びモスクワシンポジウム発表のための資料
収集

〃 助 手 高村 昇 スイス・ロシア
１３．５．１２
～１３．６．３

WHOテレメディシンプロジェクト会議出席及
び笹川チェルノブイリ医療協力国際シンポジウ
ム出席

〃 教 授 新川 詔夫 オーストリア
１３．５．１４
～１３．５．１９

国際人類遺伝学会出席

〃 助教授 松本 直通 オーストリア
１３．５．１４
～１３．５．２０

国際人類遺伝学会出席

〃 助 手 吉浦孝一郎 オーストリア
１３．５．１４
～１３．５．２０

国際人類遺伝学会出席及び発表（平成１３年度国
際研究集会派遣研究員）

国際研究集
会派遣研究
員経費

〃 教 授 山下 俊一 カザフスタン
１３．５．１６
～１３．５．２４

JICAセミパラチンスク地域医療改善計画に係
る短期専門家派遣事業参加

国際協力事
業団

〃 講 師 平潟 洋一 アメリカ
１３．５．１７
～１３．５．２６

第２回国際ケトライド会議出席および第１０１回
米国微生物学会総会出席・発表

〃 教 授 関根 一郎 アメリカ
１３．５．１９
～１３．５．２５

米国消化器病学会出席

〃 助 手 七條 和子 アメリカ
１３．５．１９
～１３．５．２５

米国消化器病学会出席及び発表

〃 教 授 進藤 裕幸
スウェーデン・チェ
コ・オーストリア

１３．５．２０
～１３．５．３０

International Hip Meeting（国際股関節会議）出
席・発表及び大学・病院視察

〃 教 授 山下 俊一 ロシア
１３．５．２８
～１３．６．３

笹川チェルノブイリ医療協力国際シンポジウム
出席

〃 教 授 柴田 義貞 ロシア
１３．５．２８
～１３．６．２

笹川チェルノブイリ医療協力国際シンポジウム
出席

〃 助 手 大津留 晶 アメリカ
１３．５．３０
～１３．６．４

第４回アメリカ遺伝子治療学会出席及び発表
（平成１３年度国際研究集会派遣研究員）

国際研究集
会派遣研究
員経費

〃 教 授 金武 洋 アメリカ
１３．５．３１
～１３．６．８

第９６回アメリカ泌尿器科学会出席

歯学 助 手 北浦 英樹 カナダ
１３．５．４
～１３．５．１０

第１０１回アメリカ矯正歯科学会に出席及び発表
科学研究費
補助金

〃 助教授 鈴木 弘之 中国
１３．５．１４
～１３．５．２１

河北省人民医院で日中歯科矯正学について交流

工学 教 授 野口 正人 アメリカ・オランダ
１３．５．１９
～１３．６．１

「世界水と環境資源会議」出席，発表，研究討
議並びにオランダの水環境政策についての研究
討議，共同研究打合せ

〃 助教授 松田 浩
オーストリア・ドイ
ツ

１３．５．１９
～１３．５．２８

Trends in Computational Structural Mechanics国際
会議出席，発表，及びシュツットガルト大学に
おいて研究打合せ，資料収集

環境 助教授 高尾 雄二 韓国
１３．５．２８
～１３．５．３０

日韓環境ホルモン研究会にて研究打合せ

長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日 第６２１号
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●海外研修

部局 職 名 氏 名 渡 航 先 国 期 間 渡 航 目 的 備 考

教育 教 授 井川 惺亮 韓国
１３．５．２０
～１３．５．２７

２００１大邱－長崎交流展作品研究発表のため

〃 教 授 西澤 昭 アメリカ
１３．５．２８
～１３．６．４

第４８回米国スポーツ医科学会総会に出席及び発
表のため

経済 教 授
ガン・ジェ
フ リ ー・
チャールズ

シンガポール
１３．５．２２
～１３．５．２７

シンガポール国立大学「第５回アジア大学間交
流セミナー」における講演

医学 教 授 丹羽 正美 ドイツ
１３．５．１
～１３．５．１０

第１０回高血圧自然発症ラット（SHR）国際シン
ポジウム出席及び共同研究打合せ

〃 助教授 岡 三喜男 アメリカ
１３．５．１１
～１３．５．１７

第３７回米国臨床腫瘍学会出席及び発表

〃 助 手 福島 卓也 アメリカ
１３．５．１１
～１３．５．１７

２００１年米国癌治療学会出席

〃 教 授 河野 茂 アメリカ
１３．５．１６
～１３．５．２４

ケトライド国際会議，アメリカ微生物学会，ア
メリカ胸部学会出席

〃 講 師 宮� 義継 アメリカ
１３．５．２０
～１３．５．２６

第１０１回 ASMジェネラルミーティング出席及
び発表

歯学 教 授 林 善彦 イタリア
１３．５．５
～１３．５．１３

第４回ヨーロッパキチン学会出席及び発表

〃 教 授 井口 次夫 南アフリカ
１３．５．１８
～１３．５．２４

第１５回国際顎顔面口腔外科学会出席

部局 職 名 氏 名 渡 航 先 国 期 間 渡 航 目 的 備 考

環境 教 授 田井村明博 アメリカ
１３．５．２９
～１３．６．６

アメリカスポーツ医学会出席・研究発表
科学研究費
補助金

水産 教 授 石坂 丞二 アメリカ
１３．５．２０
～１３．５．２６

海洋リモートセンシングに関するワークショッ
プに出席

〃 教 授 小田 達也 カナダ
１３．５．２１
～１３．５．２７

有毒海洋藻類に関する第７回カナダワークショ
ップに出席，研究成果発表及び情報収集

科学研究費
補助金

熱研 助教授 大石 和徳 フィリピン
１３．５．８
～１３．５．１３

フィリピンにおけるデングウイルス感染症の実
態調査及び臨床的研究

〃 教 授 平山 壽哉 アメリカ
１３．５．１９
～１３．５．２７

米国微生物学会へ出席・発表

〃 助 手 中澤 秀介 ベトナム
１３．５．３１
～１３．６．２７

拠点大学方式による共同研究（ベトナムにおけ
る蚊媒介性疾患（マラリア）に関する研究）の
実施

日本学術振
興会

医病 助教授 林 徳眞吉 カザフスタン
１３．５．１６
～１３．５．３１

「セミパラチンスク地域医療改善計画」につい
ての専門家としての指導

国際協力事
業団

〃 助 手 迎 寛 アメリカ
１３．５．１７
～１３．５．２５

アメリカ胸部学会出席

〃 助 手 芦澤 潔人 ロシア
１３．５．２８
～１３．６．１

笹川チェルノブイリ医療協力国際シンポジウム
参加

歯病 講 師 伊藤道一郎 南アフリカ
１３．５．１８
～１３．５．２７

第１５回国際口腔外科学会議に出席及び発表
科学研究費
補助金

生産 教 授 石田 正弘 ドイツ
１３．５．６
～１３．５．１３

国際会議出席・発表

〃 助教授 森田 千尋
オーストリア・ドイ
ツ

１３．５．１８
～１３．５．２８

国際会議出席・発表，資料収集

総情
セン
ター

助 手 染谷 博司 韓国
１３．５．２６
～１３．５．３１

CFC２００１国際会議情報収集

長 崎 大 学 学 報第６２１号 平成１３年６月１日
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（総務部国際交流課）

部局 職 名 氏 名 渡 航 先 国 期 間 渡 航 目 的 備 考

歯学 講 師 川� 五郎 南アフリカ
１３．５．１８
～１３．５．２７

第１５回国際顎顔面口腔外科学会出席及び発表

〃 助 手 柳本 惣市 南アフリカ
１３．５．１８
～１３．５．２７

第１５回国際顎顔面口腔外科学会出席及び発表

薬学 助教授 児玉 靖司 インド
１３．５．２２
～１３．５．２７

低レベル放射線の人体影響に関する共同研究の
打合せ

環境 助教授 武藤 鉄司 アメリカ
１３．５．１４
～１３．７．２８

ワイオミング大学エネルギー研究所 RonJ. Steel
博士との共同研究（ワイオミング原油貯留岩問
題と海岸線自動後退理論にもとづく海底扇状堆
積過程についての研究）

熱研 教 授 永武 毅 アメリカ
１３．５．１７
～１３．５．２１

第２回ケトライド国際フォーラムへ出席・発表

医病 助 手 熊谷 謙治 ドイツ
１３．５．１
～１３．５．４

高血圧自然ラット学会発表

〃 助 手 中村 利秋 アメリカ
１３．５．１８
～１３．５．２５

アメリカ胸部疾患学会出席，発表

歯病 助 手 池田 毅 イタリア
１３．５．６
～１３．５．１１

第４回ヨーロッパキチン学会出席及び発表

医短 助教授 宮下 弘子 カナダ
１３．５．６
～１３．５．１３

家族看護エクスターンシップの研修

〃 教 授 石原 和子 イギリス
１３．５．３０
～１３．６．８

国際がん看護学会理事会出席

長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日 第６２１号
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外国人研究者受入状況

（総務部国際交流課）

（見学・表敬訪問等を除く）

部局名 氏 名 国 籍 所属機関・職名等 受入期間
受 入 者 の
官職・氏名

本学における活動内容 備 考

医学
チョウ
リン ユウ

中国
甘粛省蘭州市
第二人民医院

１３．４．１
～

１４．３．３１

教 授
上平 憲

血液腫瘍学的研究
外国人客員
研究員

医学 ズァン ジィエ 中国
中国 北京市水産科
学研究所
研究職

１３．４．１
～

１４．３．３１

教 授
小路 武彦

環境ホルモン関連の研究
外国人客員
研究員

歯学 フ ジンピン 中国
白求恩医科大学
歯学部附属病院
講師

１３．４．１
～

１４．３．３１

学部長
加藤 有三

歯科薬理学講座において
硬組織の歯科薬理に関す
る共同研究

外国人客員
研究員

熱研 ユ フックン 中国 河南省衛生防疫研究所
１３．４．１
～

１４．３．３１

講 師
森田 公一

日本脳炎ウイルスの分子
生物学的研究

外国人客員
研究員

医学
ヴォルフガング
クライン
ラングナー

ドイツ
ドイツ ビュルツブルク
シーボルト協会
理事長

１３．４．４
～

１３．４．５

学部長
齋藤 �

表敬訪問（ビュルツブルク）
シーボルト博物館に関す
る情報交換，将来の交流
打合せ

医学
ヴォルガング
ティールゼ

ドイツ ドイツ連邦議会議長 １３．４．２６
教 授
毎田 徹夫

学生との平和に関する意
見交換会

水産
ウイリアム
エル
エプスタイン

アメリカ
カリフォルニア大学
サンフランシスコ校
名誉教授

１３．４．２６
～

１３．４．２８

教 授
野� 征宣

学術講演 研究打合せ

長 崎 大 学 学 報第６２１号 平成１３年６月１日
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主 要 行 事 等
（平成１３年５月１日～５月３１日）

部 局 日 事 項

医 学 部 ９

２３

定例大学院医学研究科教授会・定例

教授会

定例大学院医学研究科教授会・定例

教授会

歯 学 部 ２

１６

定例教授会

定例教授会

薬 学 部 ９

２３

定例教授会

定例教授会

工 学 部 １０

２４

学科長会・代議員会

定例教授会

環境科学部 １６ 定例教授会

水 産 学 部 １６ 定例教授会

熱 帯 医 学

研 究 所

２３ 定例教授会

附属図書館 １１ 第１回附属図書館委員会

医学部附属

病 院

１６

２１

臨床主任会議

医局長会議

歯学部附属

病 院

１５

２３

業務連絡協議会

病院運営会議

生 産 科 学

研 究 科

１０

１６

２４

〃

後期課程委員会

前期課程水産学系委員会

代議員会

前期課程工学系委員会

学内共同教育

研究施設等

８

２５

機器分析センター運営委員会

第３９回生涯学習教育研究センター運

営委員会

医 療 技 術

短期大学部

２４ 定例教授会

部 局 日 事 項

事 務 局 ８

１１

〃

１５

１６

１８

〃

〃

〃

〃

２１

２２

〃

〃

〃

〃

２４

２５

２８

２９

〃

３０

〃

３１

〃

〃

第１回就職委員会

第２回学術交流委員会

評議会専門部会

事務連絡協議会

産学官連携に関する大学間ネット

ワーク構築準備委員会

第２２回大学改革推進委員会

学部教育専門委員会

部局長会議

第４９５回評議会

第２８回大学改革推進委員会

平成１３年度国立学校等経理部課長会

議（～２２）

第２回入学者選抜実施専門委員会

第２回ＡＯ入試専門委員会

第２回入学者選抜方法研究専門委員会

第２回学生委員会

第２回長崎大学ファカルティ・ディ

ベロップメント（新任教官対象）

全国国立大学教養教育実施組織代表

者会議及び事務協議会（～２５）

国立大学事務局長会議

第９回広報委員会

第４２回国立六大学学長会議（～３０）

第１回全学教育実施委員会

国立大学入学者選抜研究連絡協議会

第２２回大会及び入研協セミナー

（～６／１）

長崎大学名誉教授称号授与式

長崎大学名誉教授懇談会

国立大学等施設担当部課長会議

（～６／１）

教 育 学 部 ２

１６

定例教授会

定例教授会

経 済 学 部 ９

１７

２３

定例教授会

三大学学部長・事務長会議

定例教授会

長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日 第６２１号

１１



�倉 直教授は平成１２年１１月３０日�，筑波で行
われた Commission Internationale de Genie Rural（国

際農業工学会）の国際会議において Outstanding

Contribution Award（特別功績賞）を受賞した。

（環境科学部）

教育研究事項

このたび，医学部分子統御医学

講座 川上 純助手は「アポトー

シスの制御異常による自己免疫疾

患発症機序の解明」に関する研究

により，熱帯医学研究所宿主病態

解析部門 森 直樹助手は「HTL

V－１による発癌機構の解析」に

関する研究により，「角尾学術賞」

を平成１３年５月２１日�に受賞され
ました。

同賞は，長崎大学医学部より故

角尾 晋 元長崎医科大学長胸

像建立実行委員会の醵金を基金と

して，同学長の功績を顕彰するた

め，昭和５９年１１月より医学の分野

において特に学術的貢献のあった

者に授与されます。

なお，授賞式並びに受賞記念講演は同日医学部ポンペ会館に於いて行われました。

（医学部）

環 境 科 学 部 � 倉 直 教 授

国際農業工学会「特別功績賞」受賞

第１８回「角尾学術賞」受賞

環境科学部 環境設計講座
�倉 直 教授

医学部分子統御医学講座
川上 純 助手

熱帯医学研究所宿主病態解析部門
森 直樹 助手

長 崎 大 学 学 報第６２１号 平成１３年６月１日
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�倉 直教授は平成１３年５月２５日�東京農業大
学に於いて開催された日本生物環境調節学会創立

４０周年記念祝賀式典において，同学会の功績賞を

受賞し，名誉会員に推挙されました。

（環境科学部）

お知らせ

訃 報

� 元教養部 名誉教授 倉石 典氏（７２歳）は５月１４日�逝
去されました。ここに，謹んで哀悼の意を表します。

告別式は５月１６日�，天晴会館新館（大村市）にて執り行わ
れました。

環 境 科 学 部 � 倉 直 教 授

日本生物環境調節学会「功績賞」受賞

環境科学部 環境設計講座
�倉 直 教授

長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日 第６２１号
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学 事

�在学生数一覧（平成１３年５月１日現在）

（ ）内は休学者で内数

学 部 学 科 ・ 課 程
入 学
定 員

編入学
定 員

現 員
合 計

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

教

育

学

部

小学校教員養成課程 － － － － － （２） ２８ － － （２） ２８

中学校教員養成課程 － － － － － （１） １９ － － （１） １９

養護学校教員養成課程 － － － － － １ － － １

学校教育教員養成課程 １８０ － （２）１８７（６）２０２（３）２０１（１）１９３ － － （１２） ７８３

情報文化教育課程 ６０ － ６３（４） ６８ ５８（１） ８８ － － （５） ２７７

計 ２４０ － （２）２５０（１０）２７０（３）２５９（５）３２９ － － （２０）１，１０８

経

済

学

部

経 済 学 科 － － － － － （２） １７ － － （２） １７

経 営 学 科 － － － － － （２） ２４ － － （２） ２４

ファイナンス学科 － － － － － （７） ５５ － － （７） ５５

総合経
済学科

昼間コース ３５５ － ３６０ ３６４（６）３６３（１１）３６９ － － （１７）１，４５６

夜間主コース ６０ － ６３（３） ５７（５） ５９（２） ６１ － － （１０） ２４０

計 ４１５ １５ ４２３（３）４２１（１１）４２２（２４）５２６ － － （３８）１，７９２

医学部 医 学 科 ９５ ５（１） ９６ １１１ １０８ ９２ １０２ １０８（１） ６１７

歯学部 歯 学 科 ５５ － （１） ５６（２） ５８ ６０（１） ６６（３） ５３（１） ５７（８） ３５０

薬学部 薬 科 学 科 ８０ － ８６ ８９（１） ８７（２） ９５ － － （３） ３５７

工

学

部

機械システム工学科 ８０ － ８５（１） ８０（４）１００（６）１６３ － － （１１） ４２８

電 気 情 報 工 学 科 － － － － － （５） ５９ － － （５） ５９

電 気 電 子 工 学 科 ８０ － ９１ ８５（１）１１７（３）１１７ － － （４） ４１０

情報システム工学科 ５０ － ５６（１） ５８（１） ５２ ５４ － － （２） ２２０

構 造 工 学 科 ４０ － ４６ ４４ ５１（１） ６３ － － （１） ２０４

社 会 開 発 工 学 科 ５０ － ５４ ５３（１） ６１（２） ７４ － － （３） ２４２

材 料 工 学 科 ５０ － ５５ ５０（３） ５４（２） ８０ － － （５） ２３９

応 用 化 学 科 ５０ － ５２（２） ５０（１） ５０（４） ７１ － － （７） ２２３

各 学 科 共 通 － ２０ － － － － － － －

計 ４００ ２０ ４３９（４）４２０（１１）４８５（２３）６８１ － － （３８）２，０２５

環 境
科学部 環 境 科 学 科 １４０ １０（１）１４６（２）１３９（２）１５９（５）１４６ － － （１０） ５９０

水 産
学 部 水 産 学 科 １１０ － １２０ １１６（２）１１３（７）１４８ － － （９） ４９７

合 計 １，５３５ ５０（５）１，６１６（２１）１，６２４（３０）１，６９３（６７）２，０８３（３）１５５（１）１６５（１２７）７，３３６

医 療

短 大

看 護 学 科 ８０ － ８３（１） ８０（２） ７９ － － － （３） ２４２

理 学 療 法 学 科 ２０ － ２０（１） ２２（１） ２０ － － － （２） ６２

作 業 療 法 学 科 ２０ － ２１ ２２ １９ － － － ６２

合 計 １２０ － １２４（２）１２４（３）１１８ － － － （５） ３６６
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研究生，科目等履修生等

（学務部学務課）

大学院生

定員・現員

研究科

修士・博士前期課程 博士・博士後期課程

入学定員 １年次 ２年次 計 入学定員 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 計

教 育 学 研 究 科 ３８（１）５１（５）４８（６）９９

経 済 学 研 究 科 １５ ７（２）２０（２）２７

医 学 研 究 科 ７０（１）７２（７）７５（３）１０３（２６）９９（３７）３４９

歯 学 研 究 科 １８ ２２ １５（１）１８（１）１１（２）６６

薬 学 研 究 科 ４０ ６０（１）４１（１）１０１ １２ １７ ８ ４ ２９

工 学 研 究 科 － ３ ３

水 産 学 研 究 科 － １ １

海洋生産科学研究科 － （９）４３ （９）４３

生 産 科 学 研 究 科 １８０（３）２１７（５）２２０（８）４３７ ４４ ２８ ３８ ６６

計 ２７３（４）３３５（１３）３３３（１７）６６８ １４４（１）１３９（７）１３６（１３）１６８（２７）１１０（４８）５５３

（ ）内は休学者で内数

専攻科生

専 攻 入 学 定 員 １ 年 次

水 産 専 攻 科 ３０ （１）４

医 療 短 大 専 攻 科 ２０ ２０

（ ）内は休学者で内数

学 部 等 研 究 生 科目等履修生 特別聴講学生 特別研究学生 研 修 生

教 育 学 部 ５ ７ ０ ０

教 育 学 研 究 科 ５ １ ０ ２

経 済 学 部 ７ ０ ０ ０

経 済 学 研 究 科 ０ ０ ０ ０

医 学 部 ０ ０ ０ ０

医 学 研 究 科 １１４ ０ ０ ３

歯 学 部 ０ ０ ０ ０

歯 学 研 究 科 ７ ０ ０ １

薬 学 部 ０ ０ ０ ０

薬 学 研 究 科 ０ ０ ０ ０

工 学 部 ６ ２ １ ０

環 境 科 学 部 １ ０ ０ ０

水 産 学 部 ３ ２ １７ ０

生 産 科 学 研 究 科 １ ０ ０ ２

長崎県単位互換履修生 ０ ０ ４５ ０

留 学 生 セ ン タ ー ０ ０ ０ ０

計 １４９ １２ ６３ ８

医療技術短期大学部 ３ ０ ０ ０
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�外国人留学生数（平成１３年５月１日現在）

（学務部留学生課）

学部学生等

大学院生

研究生，科目等履修生等

学 部 １ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次 ５ 年 次 ６ 年 次 合 計

教 育 学 部 ２ ０ ０ ０ － － ２

経 済 学 部 ５ ４ ９ ３ － － ２１

医 学 部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

歯 学 部 ０ ０ ０ １ ０ ０ １

薬 学 部 ０ １ ０ １ － － ２

工 学 部 ８ ３ ２ ８ － － ２１

環 境 科 学 部 １２ ６ ８ １ － － ２７

水 産 学 部 １ １ ０ ０ － － ２

計 ２８ １５ １９ １４ ０ ０ ７６

医療技術短期大学部 １ ０ ０ － － － １

学 部 等 研 究 生 科目等履修生 特別聴講学生 特別研究学生 研 修 生

教 育 学 部 ２ ０ ０ ０ －

教 育 学 研 究 科 ５ ０ ０ ２ －

経 済 学 部 ６ ０ ０ ０ －

経 済 学 研 究 科 ０ ０ ０ ０ －

医 学 部 ０ ０ ０ ０ －

医 学 研 究 科 １ ０ ０ ０ －

歯 学 部 ０ ０ ０ ０ －

歯 学 研 究 科 ０ ０ ０ ０ －

薬 学 部 ０ ０ ０ ０ －

薬 学 研 究 科 ０ ０ ０ ０ －

工 学 部 １ ０ １ ０ －

環 境 科 学 部 ０ ０ ０ ０ －

水 産 学 部 １ ０ ０ ０ －

生 産 科 学 研 究 科 ０ ０ ０ １ －

留 学 生 セ ン タ ー ０ ０ ０ ０ ５

計 １６ ０ １ ３ ５

研 究 科
修士・博士前期課程 博士・博士後期課程

１年次 ２年次 計 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 計

教 育 学 研 究 科 １ ０ １

経 済 学 研 究 科 ３ ４ ７

医 学 研 究 科 ６ １１ １０ ７ ３４

歯 学 研 究 科 ０ ０ ３ ２ ５

薬 学 研 究 科 ０ ２ ２ ７ ３ ２ １２

工 学 研 究 科 ０ ０

水 産 学 研 究 科 ０ ０

海洋生産科学研究科 １０ １０

生 産 科 学 研 究 科 １０ ５ １５ １１ ９ ２０

計 １４ １１ ２５ ２４ ２３ ２５ ９ ８１
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�長崎大学名誉教授の称号授与

平成１３年３月３１日で本学を去られた次の元教授９

名の方々に対し，長崎大学名誉教授称号授与規則に

基づき，それぞれ平成１３年５月１８日付けで名誉教授

の称号が授与されました。

教 育 学 部 三野 榮治

経 済 学 部 山下 正喜

経 済 学 部 宮入 興一

歯 学 部 小林 和英

歯 学 部 佐藤 俊英

工 学 部 山田 英二

工 学 部 松本 �重
熱帯医学研究所 五十嵐 章

熱帯医学研究所 板倉 英�

○三 野 榮 治

（教育学部）

同氏は，昭和３３年３月広島

大学教育学部高等学校教育科

数学科を卒業後，昭和３３年４

月千葉県立作倉第一高等学校

教諭，昭和３５年４月広島大学

教育学部附属福山高等学校教諭，昭和３７年９月広島

大学教育学部附属中学校教諭，昭和４０年５月広島大

学教育学部附属高等学校教諭を経て，昭和４７年４月

島根大学教育学部講師，昭和５０年４月島根大学教育

学部助教授，昭和５３年４月長崎大学教育学部助教授，

昭和５９年４月長崎大学教育学部教授に昇任し，平成

１３年３月３１日限りで停年により退官されました。

この間，同氏は数学教育を中心とした研究・教育

に努め，数多くの優れた業績を挙げると同時に，初

等・中等学校の教員養成に多大な貢献をされました。

同氏の研究は，主として数学教育における表記論と

教授学の領域に属する諸問題を取り上げ，論理的な

角度及び教授的な角度から解明を図る研究を内容と

するものです。

数学教育における記号表現の問題については，論

理的な角度から「数学教育における記号表現の問題

（�）～（�）」を，また，教授的な角度から「数学的
概念の教授的観点からの分析（�）～（�）」をいずれ
もシリーズ作品として解明し，更にこれに関わって

数学における概念等の記号化について，ジュゼッ

ペ・ペアノが果たした思想的・論理数学的な役割に

着目し，彼の記号化に対する思想をとらえ，記号化

の手続きや論理の分析法を「論理における記号化：

Ｇ・ペアノの思想とその示唆するもの」として明ら

かにしました。

また，これらの研究に関連して，数学教育におけ

る教材研究や数学教材開発も進め，「いろいろな曲

線の学習効果を高める一つの方法－カージオイド，

レムニスケートを例として－」，「生徒に興味を持た

せる教材の取り扱い－モアレ・バンドについて－」

「リサジュー図形の教材研究」等々としてまとめて

います。

また，算数・数学教師のための研究書として「算

数・数学教育におけるエンリッチメント教材開発」，

「中学校数学教育現代化全書」，「理論と実践 算数

科教育の研究」等々があり，更には，小学校，中学

校，高等学校教科書の多数の執筆及び編集があり，

これらの研究は数学教育の進展に多大な成果を挙げ

られました。

学内においては，昭和６２年４月から平成３年３月

まで長崎大学教育学部教務委員長，長崎大学教養部

協議会委員，長崎大学入学試験委員会委員，長崎大

学学生委員会委員，平成４年４月から平成８年３月

まで長崎大学教育学部附属小学校長，平成１１年７月

から平成１３年３月まで長崎大学評議員を務めるなど，

長期にわたって長崎大学及び，教育学部の管理・運

営に尽力し，その発展に大きな貢献をされました。

学外にあっては，昭和５４年４月から昭和５５年３月

まで教科用図書検定調査審議会調査員，昭和６３年１０

月から平成５年３月まで教員の資質向上長崎県連絡

協議会会長，平成３年４月から平成４年３月まで教

員の資質向上九州地区連絡協議会会長，平成３年４

月から平成１３年３月まで長崎県数学教育会会長など

を歴任し，地域の教育の向上にも大きな貢献をされ

ました。

人 事
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以上のように，同氏は優れた研究業績と幅広い学

識により学術の進展に寄与するとともに，卓越した

見識により，多くの有為な人材育成と，大学・学部・

教育界及び地域社会の発展に貢献したものであり，

その功績はまことに顕著であります。

○山 下 正 喜

（経済学部）

同氏は，昭和１０年７月１５日

長崎市に生まれ，昭和３４年長

崎大学経済部を卒業，昭和４１

年神戸大学大学院経営学研究

科修士課程を修了，昭和４５年

同博士課程単位取得退学した。

昭和４１年松山商科大学経営学部助手，講師，助教授

を経て昭和４６年長崎大学講師となり，助教授を経て

昭和５６年８月教授に昇任され，平成１３年３月をもっ

て停年により長崎大学を退職されました。

同氏は学術研究の面において，明治期を中心とし

た原価計算，現代原価概念，原価計算諸問題，日本

企業の海外現地法人の経営と会計に関する研究を行

い，次の研究分野において数多くの優れた業績を残

されました。

� 明治期原価計算の研究では，現代日本経済発展

の一因は，明治期の日本企業の経営技術（会計）

にあると見て，典型的な日本企業の一つ三菱に注

目しました。当時の三菱長崎造船所がイギリスか

ら導入した原価計算を国際競争に打克つために用

いたことを企業資料で実証しました。これは会計

史の研究に新機軸を開き，その後の会計史研究が

盛んになり日本会計史学会の創設に貢献されまし

た。昭和５３年学会発表の「三菱造船所の原価計算」

は，高く評価され，（昭和５５年度日本会計研究学

会賞）アメリカを初め，海外に紹介されました。

平成１０年には，これらの研究によって経営学博士

（神戸大学）の学位を授与されました。

� 原価概念の研究では，ドイツを中心として，原

価概念形成の原則，原価概念と原価計算との関係，

企業目的と原価概念，収支的原価概念と価値的原

価概念などにおいて多数の論者の主張を批判的に

検討し，原価概念は，時代によって変わる部分と

変わらない部分があるという，筆者の見解をまと

めました。

原価計算諸問題では，原価計算と費用理論の関

係，直接原価計算，価格下限の問題，間接費配賦

の問題を研究し，特に間接費負担問題では，消費

主義とともに負担能力を考えるべきであることを

強く主張されました。

� 日本企業の海外現地法人の経営と会計では，実

態調査が机上で計画され，往々にして実態とかけ

はなれた調査に終わる一般的傾向に対して，入念

な企業の実態予備調査を行い，それを机上の理論

と調整・組合せ実態調査とする方法を開発，評価

されました。

教育面において同氏は，簿記論，原価計算論を一

貫して担当し，また演習担当を通じて５００人のゼミ

ナール学生を指導してきた他，教養課程の総合科目

を担当するなど長崎大学の学生教育に多大なる尽力

をされました。

特に簿記教育には熱心で，長年に渡って簿記検定

の指導を行い，公認会計士，税理士試験も指導され

ました。また学内の管理運営面にあっては長崎大学

個別学力試験出題委員，経済学部経営学科長，教務

委員長，学生委員長，総務委員長を務め，初期全学

教育，初期自己評価について，委員として確立に貢

献されました。

一方，学外にあっては，日本会計研究学会，日本

管理会計学会，日本原価計算学会，日本簿記学会，

日本会計史学会，経営史学会，The Academy of Ac-

counting Historiansに所属し，多くの研究発表をな

し，昭和５０年には長崎大学で日本会計研究学会全国

大会を開催するなど，学術研究の進展に寄与されま

した。また労働省長崎労働基準局賃金相談員，同長

崎地方労働審議会委員，長崎商業活動調整協議会委

員（長崎商工会議所），通産省大規模小売店審議会

特別委員，長崎県公泉浴場入浴料金協議会委員を長

年にわたって務めるなど地域社会の発展にも寄与さ

れました。

以上のように，同人は，多くの優れた研究業績と

幅広い学識により学術の進展に寄与して学内外に貢

献するとともに，３０年にわたる本学在職中は，卓越

した識見と先見性に満ちた指導によって，多くの有

為な人材の育成と本学の発展のために尽力したもの

であり，その功績は誠に顕著であります。
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○宮 入 興 一

（経済学部）

同氏は，昭和１７年２月２３日

長野県上田市に生まれ，昭和

３９年３月埼玉大学文理学部を

卒業，昭和４４年４月まで三菱

銀行に勤務，その後埼玉大学

経済学部研究生，大阪市立大学大学院聴講生を経て，

昭和５０年３月大阪市立大学大学院経済学研究科修士

課程を修了，昭和５４年３月同研究科博士課程を単位

取得退学した後，昭和５４年４月長崎大学商業短期大

学部の講師として採用され，助教授，教授を経て，

平成９年１０月長崎大学経済学部教授に配置換え，平

成１３年３月をもって依願により長崎大学を退職され

ました。

同氏は，学術研究の面において，主として地域開

発と国・地方の財政関係，災害問題の政治経済学的

解明，公共事業の財政的諸問題に関する研究を行い，

次の研究分野において数多くの優れた業績を残され

ました。

� 地域開発と国・地方の財政関係では，現代資本

主義のもとで資本蓄積や経済成長のための主要な

公共政策の一環として位置づけられた地域開発政

策が，とりわけ日本的な企業社会構造の中で地域

的諸問題の凝縮点として現れる企業城下町や企業

都市において，国・地方の政府間財政関係と自治

体行財政に及ぼす双方向的インパクトについて分

析しました。特に，産業構造が歴史的に大きく転

換するもとで，従来の企業城下町・企業都市に累

積した重大かつ様ざまな困難と問題を分析し，そ

の解決の活路を，産業自治・環境自治・生活自

治・住民自治という地方自治の現代的発展と自治

体行財政運営の革新に求めました。これは，日本

型企業社会の脱出の方途に対しても，多くの示唆

を与えるものとなりました。

� 災害問題の政治経済学に関する研究では，これ

まで研究が非常に希薄であった自然災害の社会経

済的側面に着目し，災害の原因・発生・経過・対

策について政治経済学の視点から体系化を行いま

した。特に自然災害を不可抗力な「天災」として

捉える論理と政策体系の矛盾と誤謬を解明し，災

害現象を災害環境，災害問題，災害対策（政策）

として把握する方法論の重要性を提起しました。

この方法論をもって，雲仙火山災害，阪神・淡路

大震災等の多数の災害の調査研究を行い，理論と

実証を両輪として，自然災害の政治経済学の体系

化を試みました。この経過の中で，平成７年には

論文「災害対策と地方財政運営－雲仙火山災害と

県レベルの財政運営の対応」により，�東京市政
調査会より第２１回藤田賞を授与されました。

� 公共事業の財政的諸問題に関する研究では，開

発政策の最大のテコとなり，かつ今日の日本の

国・地方を通じた行財政問題の最大の焦点となっ

ている日本型公共事業とその転換のあり方につい

て解明しました。特に日本型公共事業の転換への

最初の契機をなした諫早湾干拓事業を中心に，こ

れまで手薄であった農水省系の公共事業の問題点

を究明し，費用対効果評価を含む総合政策評価の

有効性とその方法の解明に貢献されました。

教育面においては，同氏は，財政学および地方財

政論の専門教育を一貫して担当し，特に長年にわた

る商科短期大学部の授業や演習を通して，勤労学生

や社会人に対して，生涯教育の一環として生きた学

問の教授に多大の尽力をされました。また，経済学

部の当該科目の他，全学教育の総合科目「火山と災

害」や環境科学部の経済理論を担当するなど長崎大

学の学生教育に寄与されるところ大でありました。

一方，学内の管理運営面にあっては，学生委員会

委員，教務委員会委員，全学教育実施委員会委員，

学生会館運営委員会委員等学内の各種委員会委員を

歴任したほか，学部内の教務委員長，学生委員長，

総務委員長を務めるなど本学及び学部の発展に多大

な貢献をされました。

他方，学外にあっては，日本財政学会，日本地方

財政学会，日本地方自治学会，日本財政法学会，日

本地域経済学会，環境経済・政策学会，国際財政学

会（IIPF）の各学会に所属し，研究活動に参加する

ばかりでなく，日本地方財政学会，日本地域経済学

会においては長年にわたり理事として学会の発展と

学術研究の進展に寄与されてきました。また，長崎

県長期総合計画審議会委員，長崎市商業活動調整協

議会委員，長崎市衛生公社改善委員会委員，長崎市

議会史編纂委員会委員，長崎県地方自治体研究セン

ター理事，長崎自治体問題研究会代表委員を務める

など地域社会の発展にも多大の貢献をされました。

以上のように，同氏は，多くの優れた研究業績と
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幅広い学識により学術研究の発展に寄与され学内外

に貢献するとともに，２２年にわたる本学及び長崎大

学商科短期大学部の在職期間をとおして，卓越した

識見と先見性にとむ指導によって，多数の有為の人

材の育成と本学の発展に資し，また地域社会の進展

に寄与したところ多大であり，その功績は誠に顕著

であります。

○小 林 和 英

（歯学部）

同氏は，昭和３６年３月東京

医科歯科大学歯学部を卒業後，

民間歯科医院に勤務した後，

東京医科歯科大学歯学部の専

攻生，副手，助手を経て，昭

和４３年４月同大学大学院歯学研究科に入学し，昭和

４７年３月同研究科修了後，同年４月城西歯科大学助

教授となり，昭和６１年３月長崎大学歯学部歯科矯正

学講座教授に就任し，平成１３年３月停年により退職

されました。

この間，同氏は長年にわたって歯学教育に精進さ

れるとともに，歯科矯正学の領域において優れた業

績を挙げられました。その主要なものを要約すると

次のとおりです。

１．額顔面頭蓋への矯正力の伝達機構に関する研究

光弾性実験法により，歯冠部に矯正力を加えた場

合，矯正力が歯，歯根膜，歯槽骨へと伝達する様相

を調べました。特に，歯根膜の力学的意義を知るた

め，歯根膜が粘弾性体であることを考慮し，歯根膜

の有無で検討しました。その結果，歯根膜の存在に

より，矯正力は主に歯根部で分担され，歯冠部の荷

重点の相違により，歯の回転中心が歯根の長軸上で

移動すること，および歯槽骨への圧縮と引張りの分

布状態を解明しました。

次に，ホログラフィー実験法により，上顎顎外固

定装置で，大臼歯に矯正力を加えたとき，大臼歯か

ら顎顔面頭蓋へと広範囲に矯正力が伝播する様相を

解析しました。乾燥頭蓋骨を用いて，アルゴン・レー

ザー光線の二重干渉法で頭蓋骨の変形態様を縞模様

として可視的に示したのは，矯正領域では全く最初

の知見であります。

１．歯の移動に関する力学および生物学的研究

矯正治療に際し，力学的には，ワイヤーの復元力

を歯の移動に利用しています。そのとき，歯のブラ

ケットにワイヤーを通して使用しているので，ブラ

ケットの幅の相違，ワイヤーの傾斜あるいは歯の直

立のためのスプリングなどによる歯の動態を理論的

に解析しました。

また，磁気センサーを応用した三次元変位測定シ

ステムで，ヒトの中切歯に荷重を加えたときの歯の

極微な動きから，歯の回転中心を求めました。

次に，生物学的に，ラットの臼歯は生理的に遠心

移動しているが，コイルスプリングの矯正力により

近心移動させる実験システムを構築しました。これ

により，臼歯部の近心側で破骨細胞が増加する様子，

および遠心側で破骨細胞がアポトーシスを起こし，

新たに骨芽細胞が分化，形成されることを観察しま

した。これらの知見から，骨リモデリング相の転化

の様相を解明しました。

１．咬合に関する研究

臨床では，不正咬合を個性正常咬合へ改善する治

療が行われています。したがって，従来，咬合を形

態的に把える研究は多数あり，機能的研究も散見さ

れます。しかし，咀嚼運動を客観的に把握できる研

究は見当たりません。

そこで，咀嚼時の咀嚼筋筋電図および顎運動軌跡

の記録を咀嚼周期により同時に正規化して，顎運動

プロフィールを作成しました。このことで，個体内

および個体間の比較研究を可能にしました。

１．矯正用ワイヤーの金属アレルギーに関する研究

近年，歯科用金属が原因のアレルギー疾患が問題

となっています。そこで，モルモットで金属アレル

ギーの実験モデルを製作しました。そして，人為的

に細胞性免疫（炎症）を起こしておいて，矯正用ワ

イヤーで金属アレルギー反応を検討しました。

その結果，特にニッケルに対して免疫反応が誘導

されました。これにより，本研究が広く金属アレル

ギーの診断に有効であることを示唆しました。

学内にあっては，長崎大学評議員をはじめ各種委

員会委員を務めて，本学の発展，充実に尽力され，

学外にあっては，日本矯正歯科学会，日本成人矯正

歯科学会，日本顎関節学会，日本全身咬合学会，歯

科基礎医学会，日本歯科理工学会，日本骨代謝学会

の会員として活躍するとともに，評議員や常任理事

を務めるなどして，これらの学術振興に大きく貢献
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されました。また，厚生省の歯科医師国家試験委員

として歯科行政面にも貢献されました。

以上のように，同氏の優れた研究業績と幅広い学

識は，学内外に寄与するところ大であり，本学の発

展に尽力された功績は特筆に値するものです。

○佐 藤 俊 英

（歯学部）

同氏は，昭和３４年３月北海

道大学理学部を卒業後，同年

４月同大学大学院理学研究科

修士課程入学，昭和３６年３月

同課程修了，同年４月から昭

和３７年３月まで同大学理学部研究生，同年４月同大

学大学院理学研究科博士課程入学，昭和４１年３月同

課程修了後，東京医科歯科大学歯学部助手に採用，

昭和５１年３月同大学助教授に昇任，昭和５５年４月長

崎大学歯学部口腔生理学講座教授に就任し，平成１３

年３月停年により退職されました。

この間，同氏は長年にわたって歯学教育に精進さ

れるとともに，口腔生理学の領域において優れた業

績を挙げられました。その主要なものを要約すると

次のとおりです。

１．細胞内微小電極法を用いた味細胞受容器電位の

記録

味蕾の味細胞内にガラス管微小電極を刺入する

と，負の静止電位が出現します。味刺激を与える

と静止電位がゆるやかに変化し，いわゆる受容器

電位を導出することができます。味細胞の受容器

電位は，米国のバイドラー教授の研究室で初めて

ラットやハムスターから記録されたが，その後同

氏は世界で初めてカエルの味細胞から受容器電位

を導出しました。

同氏は，ラット味細胞の受容器電位の波形を，

（ア）脱分極応答，（イ）過分極－脱分極応答，（ウ）

過分極応答の三つに分類しました。また，四基本

味による受容器電位発生中，塩味刺激は膜抵抗を

減少させるが，他の苦味，酸味及び甘味刺激は膜

抵抗を増大させることを見出しました。さらに単

一味細胞が多様な味刺激に対して脱分極応答を発

生することを確認しました。このような実験デー

タを分析した結果，四基本味刺激のおのおのに対

するラット味細胞の感受性が，相互に無関係で互

いに独立していることが明らかになりました。

１．味細胞における味覚情報変換機序に関する研究

カエル，ラット，マウス及びヒトの味覚器を実験

試料として，微小電極法，パッチクランプ法及び細

胞内カルシウム濃度測定法などを用いて，四基本味

（塩味，酸味，苦味，甘味）によって誘発される味

細胞の応答の発現機序を明らかにしました。塩味の

受容器電位は，味受容膜と基底側膜に存在するアミ

ロライド感受性及び非感受性のナトリウムチャネル

をナトリウムが流入することで発生すると結論しま

した。酸刺激の応答には，受容膜に存在する水素イ

オンで活性化されるカオチンチャネルと基底側膜に

存在する塩素イオンチャネルが関与するとしました。

苦味応答は，基底側膜において静止時開口している

カリウムチャネルが閉じることにより脱分極して発

生すると考えました。甘味応答の内，ショ糖に対す

る応答は，環状アデノシン一リン酸濃度の増加が介

在して静止時カリウム透過性の抑制によって脱分極

が発生すると考えました。一方，甘味アミノ酸は，

イノシトール１，４，５－３リン酸濃度増加の介在

により細胞内カルシウム濃度を上昇させることがわ

かりました。

１．遠心性神経による味細胞受容器電位の修飾

カエル舌咽神経を電気刺激すると，舌表面からは

緩徐電位が記録され，また茸状乳頭内の味細胞から

はゆっくりとした脱分極性又は過分極性電位変化が

記録されました。舌表面の緩徐電位の大きさは，電

気刺激の大きさと刺激頻度に依存して変化しました。

この電位応答はアトロピンの血中投与により完全に

抑制され，副交感節後神経の活動により発生するも

のと考えられました。この緩徐電位は，舌咽神経刺

激により舌腺から分泌された唾液と舌表面の順応液

の間で発生した液間電位に起因すると考えられまし

た。味刺激によって誘発される味細胞受容器電位の

大きさは，緩徐電位によって増強されるものと抑制

されるものがありました。

１．PTC味盲の官能検査に関する研究

学生に対して苦味物質フェニルチオカルバミド

（PTC）の官能検査を実施しました。９１５人の被験

者の内，８６人が PTCに対する閾値が１ミリモル以

上となり PTC味盲と判断されました。PTCに対す

る閾値の度数分布をプロットすると，明らかにピー

クが二つ現れました。興味深いことに，舌側面部と
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後部のキニーネ（苦味物質）に対する感受性は，PTC

味盲者の方が PTC健常者よりも高かった。他の塩

味，酸味及び甘味に対する感受性については，PTC

味盲者と健常者の間で全く差がありませんでした。

学内にあっては，長崎大学学長補佐，学生部長，

附属図書館長，評議員の要職を務めたほか，各種委

員会委員を歴任し，本学の発展，充実に尽力されま

した。

学外にあっては，日本味と匂学会の運営委員を務

め，当番幹事として昭和６２年に第２１回日本味と匂の

シンポジウムを主催されました。また，日本生理学

会の評議員を務め，当番幹事として第７４回日本生理

学会大会を主催されました。その他歯科基礎医学会

の評議員・理事，日本生物物理学会，日本動物学会，

日本比較生理生化学会，日本神経科学会，日本咀嚼

学会，国際歯科研究学会日本部会等の会員として，

これらの領域の学術振興に大きく貢献されました。

以上のように，同氏の優れた研究業績と幅広い学

識は，学内外に寄与するところ大であり，本学の発

展に尽力された功績は特筆に値するものです。

○山 田 英 二

（工学部）

同氏は，昭和３４年３月九州

大学工学部電気工学科を卒業

後，同大学大学院工学研究科

へ進学，昭和３９年３月同研究

科博士課程を単位修得退学し，

九州大学工学部助手，長崎大学工学部助教授を経て，

昭和４９年１月同学部教授となり，平成１３年３月停年

により退官されました。

同氏は，当初は工学部電気工学科に着任しました

が，電子工学科の発足に伴い，昭和５５年４月同学科

に移籍し，設立間もない両学科の基礎作りと発展に

貢献されました。また，昭和５１年４月の大学院工学

研究科（修士課程）並びに昭和６３年４月の大学院海

洋生産科学研究科（博士課程）の設立と共に両研究

科の担当を命じられ，学部と大学院の整備・充実に

尽力されました。さらに電気工学科と電子工学科は，

昭和６３年４月に電気情報工学科へと拡充改組され，

平成１０年度には電気電子工学科に改組されましたが，

今日に至るまで一貫して，豊かな見識と卓越した教

育理念に基づき，学部学生と大学院学生の教育・研

究指導に当たり，多くの優秀な研究者，技術者を社

会に送り出しています。

研究面では，制御工学，パワーエレクトロニクス，

電気駆動学等の分野で活躍し，主として電力系統の

高調波電流の低減と力率改善，逆変換装置変圧器の

偏磁現象の解明，高速電気鉄道の粘着力制御，誘導

電動機のベクトル制御に関する研究に従事しました。

何れの研究分野においても，優れた論文を数多く内

外の学会に発表し，各分野の発展に大きく寄与され

ました。特に，誘導電動機のベクトル制御に関する

研究では，平成１０年に電気学会の論文賞と小平記念

賞を受賞されました。また，平成１２年には，パワー

エレクトロニクスや電動機制御システム技術などを

背景に，誘導電動機のベクトル制御の研究，電気機

器の偏磁現象の解明，インバータ駆動電動機制御系

のモデリング手法の開発などに関し先駆的役割を果

たし産業応用部門の学術的進歩に多大の貢献をした

こと，および数多くの産業応用部門関連の国際会議

においてもその発展に指導的な役割を果たしたこと

に対し電気学会産業応用部門学術賞と宮入賞を受賞

しています。

学内においては，工学部長，評議員，総合情報処

理センター長，情報処理センター長，電子計算機室

長，長崎大学厚生補導協議会委員（工学部教務委員

長）等を務めました。特に，昭和５２年１２月に長崎大

学電子計算機室長に就任し，昭和５４年５月の情報処

理センターへの改組，昭和６３年４月の総合情報処理

センターへの昇格など，長崎大学の運営に積極的に

参画し，多大な貢献をされました。

また，ナポリ大学，ラクイラ大学，武漢理工大学

との学術交流協定の締結に尽力されました。平成１０

年には武漢交通科技大学（現武漢理工大学）から名

誉教授の称号を授与され，トロント大学及び福州大

学からは客員教授として招かれました。

一方，学外においても，電気学会理事・評議員・

九州支部長・九州支部協議員，計測自動制御学会九

州支部評議員，電子情報通信学会九州支部評議員、

日本工学教育協会編集・出版委員会委員等国内の学

協会の要職を歴任し，SPEEDAMを始め数多くの国

際学会や国際会議の運営や創設にも尽力し，それら

の会長，副会長、組織委員、運営委員等の要職を務

め，国内外の学協会の発展に貢献されました。

また，昭和５８年３月に設立された長崎先端技術開
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発協議会では設立準備から関与し，設立後は理事兼

エレクトロニクス技術応用委員会委員長を務められ

ました。同委員会のメンバーで構成されている研究

会では数多くの特許を取得し，そのうちの一つは昭

和６２年度の注目発明として，特許庁長官表彰を受け

られました。さらに，福岡通商産業局の九州地区高

度情報化委員会委員，九州地区高度情報化懇談会委

員，九州産業技術センターのニューメディア委員会

委員，長崎県の高度情報化社会懇談会座長，高度情

報化社会研究会座長，テクノポリス財団地域技術検

討委員会委員長，工業技術センター外部評価委員会

委員長等の要職を歴任し，地域・社会の発展に大き

く寄与されました。

以上の功績はまことに顕著であると認めます。

○松 本 � 重

（工学部）

同氏は，昭和３３年３月北海

道大学理学部化学科を卒業後，

早稲田大学大学院理工学研究

科へ進学，昭和４４年９月同研

究科博士課程を修了し，カナ

ダ国メモリアル大学博士研究員，長崎大学教養部助

教授を経て，昭和５３年同学部教授に就任し，平成９

年１０月同大学工学部教授へ配置換となり，平成１３年

３月停年により退官されました。

同氏は，教養部化学教室にあって，その運営と発

展に尽力するとともに，断続的に進められてきた教

養部の教育法をはじめとしたカリキュラム及び制度

等の改善・改革に積極的に取り組み，教養部学生の

教育，指導にも多大なる貢献を果たしました。また，

工学部に異動後は大学院工学研究科（修士課程）並

びに大学院海洋生産科学研究科（博士課程）の担当

も命じられ，工学部と大学院の発展に尽力し，今日

に至るまで一貫して，豊かな見識と卓越した教育理

念に基づき，学部学生および大学院学生の教育・研

究指導にあたり，優秀な研究者・技術者を社会に送

り出しました。

研究面では固体触媒関連分野で活躍し，規則的細

孔構造を有するゼオライトの固体酸特性に関する研

究を手始めに，石油関連産業の発展とともに，その

研究対象を芳香族炭化水素の触媒反応へ広げ，触媒

化学の基礎，応用，両面で多くの研究成果を発表し，

この分野の発展に大きく貢献されました。その後，

触媒反応における活性種の構造解析に注目し，金属

イオン交換ゼオライト中に存在する金属クラスター

の触媒作動中の構造変化を，斬新なアイデアを基に

EXAFS分光法を用いて精密に解析するなど，多く

の研究成果を発表しました。近年は，触媒作用場と

プラズマ反応場が同時に存在する全く新しい協奏反

応場を考案し，多くの論文を内外に発表しました。

この新しい概念は，化学と電気の複合領域で試金石

となり，内外の学会で高い評価を受けています。

他方，学内においては教養部教務委員長，長崎大

学教養部協議会委員，長崎大学入学試験委員会委員，

長崎大学発明委員会委員等を務め，長崎大学の運営

に積極的に参画し，多大なる貢献をされました。

また，学外においては，延べ４年間のカナダでの

博士研究員経験に加え，平成６年から２年間，アメ

リカ合衆国コネチカット州立大学化学部の客員教授

として日米共同研究に携わり，海外の学生に対して

教育，研究指導を行い，学術研究における日米間の

国際交流に大いに貢献されました。

以上の功績は誠に顕著であると認めます。

○五十嵐 章

（熱帯医学研究所）

同氏は，昭和３５年３月大阪

大学医学部医学科卒業・昭和

４０年３月同大学大学院医学研

究科博士課程を修了し，大阪

大学微生物病研究所助手に採

用，昭和５５年２月同大学微生物病研究所助教授，昭

和５５年４月長崎大学熱帯医学研究所助教授を経て，

昭和５８年４月から長崎大学熱帯医学研究所教授に就

任されました。その後，長崎大学及び熱帯医学研究

所の研究・教育・運営等のために尽力頂き，平成１３

年３月退官されました。

この間，同氏は専門分野である日本脳炎ウイルス

及びデングウイルスなど蚊媒介性アルボウイルスの

基礎的並びに応用的研究に精進し，多くの優れた研

究業績を挙げています。その主要なものを要約する

と次の通りです。

１．日本脳炎ウイルス及びデングウイルス等の蚊

媒介性アルボウイルスに高感受性のヒトスジシマカ

培養細胞クローンＣ６／３６を開発し，その有用性を
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野外蚊からの日本脳炎ウイルス並びにゲタウイルス

の分離，更には東南アジアの流行現地において患者

血液からのデングウイルス分離によって実証しまし

た。

２．この培養細胞系を用いてアルボウイルスを大

量に増殖させることが可能となり，日本脳炎ウイル

ス野生株 JaOArS９８２の遺伝子 RNAを構成する全塩

基配列の解明を世界に先駆けて成しました。

３．ウイルス診断学の領域では，ELISA及び RT

－PCR法を疫学的調査，及びデングと日本脳炎の

鑑別診断に応用しました。

４．分子疫学の領域では，マレイシアで分離した

日本脳炎ウイルスの遺伝子型が，以前に報告された

２型以外に１型及び３型も存在する多様性を実証し，

遺伝子型の相違が日本脳炎の疫学的様相を左右する

可能性を否定しました。タイ国北部で分離された日

本脳炎ウイルス株の抗原性と，その基盤となるウイ

ルス外被膜糖蛋白質（Ｅ）遺伝子の塩基配列を解析

し，タイ国分離株は，従来から日本で分離されてい

る「中山」亜型でも，「JaGAr０１」亜型でもない別

の亜型に分類されることを解明し，分離株の多くに

中和反応性を有する日本脳炎ウイルス株 ThCMAr６７

／９３を発見しました。

５．デング媒介蚊防除の新しい方法として，弱毒

性殺虫剤（ペリメトリン）を練りこんだポリエチレ

ン製の網（オリセットネット）で家屋の入り口や窓

を覆うことが有効であることをベトナムの野外試験

で実証しました。

６．デングウイルス感染症の重症型である DHF

の発病機構に関しては，ウイルス毒力説を支持する

証拠を得ることを目的として，平成５年６月，タイ

国東北部ナコン・パノムの流行地で，臨床的に重篤

度の異なる患者から分離された２型ウイルス遺伝子

の塩基配列を解析したところ，塩基配列から推測さ

れるウイルスのアミノ酸配列から，分離株は３種類

の亜型に分類された。この結果を患者の臨床症状及

び血清反応と比較することによって，DHFの発病

機構にはウイルス遺伝子の構造と，患者の血清反応

の両者が関係することを示唆しました。上記２型デ

ングウイルスの３種類の亜型からそれぞれ代表株を

選び，ヒト末梢血白血球初代培養細胞への感染性と

感染細胞培養液中の TNF－α 量を測定した結果は，

遺伝子解析から得られた上記の推論を支持するもの

でありました。

これらの研究は熱帯医学の領域に最先端の分子生

物学的手法を導入した基礎的研究の立場及び，感染

予防の実用的見地からも高く評価されています。

学内にあっては，平成９年４月から平成１３年３月

の２期４年間，熱帯医学研究所長を務め，更に組換

え DNA実験安全委員会委員，同安全主任，及び同

委員長，生物災害防止安全委員等を務め，学外にあっ

ては文部省学術審議専門委員（科学研究費専門委

員・２期），文部省医学分野開発援助大学間等協議

会委員，国際強力事業団（JICA）海外医療協力委

員会委員，国際的には世界保健機関（WHO）ウイ

ルス性疾患専門諮問委員会委員，デング及び日本脳

炎ワクチン開発委員会委員，日米医学協力研究会ウ

イルス性疾患専門部会研究員，同部会員，同部会長

を歴任し，学術・国際協力の発展に寄与されました。

国内学会関係では，日本熱帯医学会評議員，同理

事及び理事長，日本国際保健医療学会評議員，同理

事（第１５回大会会長），日本ウイルス学会幹事，日

本臨床ウイルス学会幹事等を歴任し，それぞれの学

会の運営に積極的に貢献されています。

国際医療協力関係では，WHO西太平洋地域事務

局の短期コンサルタント，として東南アジア諸国に

おける日本脳炎・デング等の防圧対策に貢献し，日

本国際医療団の東南アジア諸国におけるデング及び

日本脳炎に関する国際及び国内研究会の企画・運営

に参加したほか，東南アジア・南アジア諸国におけ

る JICA医療協力プロジェクトに国内委員，及び短

期専門家として参加しました。

これらの功績により同氏は，昭和６１年２月イスク

ラ厚生事業団第１１回ワクチン研究助成金，平成元年

１１月第２５回小島三郎記念医学賞，平成１１年１１月には

第４３回野口英世記念医学賞をそれぞれ受賞した他，

平成５年１１月に長崎大学熱帯医学研究所ウイルス学

部門はWHO西太平洋地域事務局から「熱帯性ウイ

ルス疾患に関する資料と研究のためのWHO協力セ

ンター」に指定されました。この指定はその後平成

１５年まで延長されています。このように同氏の優れ

た研究業績と幅広い学識，更に温厚誠実な人格と学

問研究に対する真摯な姿勢は，国内はもとより，国

際的にも高く評価されており，本学の発展のために

貢献された功績は極めて大きく特筆に値するもので

あります。
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○板 倉 英 �
（熱帯医学研究所）

同氏は，昭和３７年３月金沢

大学医学部を卒業，昭和４２年

３月東京大学大学院医学系研

究課博士課程を修了し，東京

都技術吏員を務めた後，昭和

４３年５月東京大学助手，昭和４７年８月長崎大学熱帯

医学研究所助教授を経て，昭和４９年３月から長崎大

学熱帯医学研究所教授に就任されました。その後，

長崎大学及び熱帯医学研究所の研究・教育・運営等

のために尽力頂き，平成１３年３月退官されました。

この間，同氏は専門分野である熱帯病理学に関す

る研究に精進し，多くの優れた研究業績を挙げてい

ますが，研究の基本的課題は，熱帯地域における各

種疾患の分布および発症の病態像の特異性を地理・

民族病理学的方法で究明することにより疾病本態を

把握し，治療ならびに予防に寄与することです。

主な研究の内容を要約すると次の通りです。

１．熱帯地域における各種の疾患（感染症、腫瘍

疾患等）について，人体病理学，地理・民族病理学

の方面から病理学的体系化を進めました。このこと

により熱帯諸国の医学関係者はもとより国内の専門

家からも高く評価されています。また，国際熱帯病

理学コンファレンスを設立し，すでに北京，スラバ

ヤ，バンコク等で開催しました。

２．わが国における熱帯病の病理学研究者として，

最近のわが国でも問題となっている新興・再興感染

症や輸入感染症の病理学的診断依頼を全国から受け

るなど，病理診断学の面で多大なる貢献をされまし

た。

３．熱帯地域で高頻度にみられる肝臓疾患につい

て，その病因として肝炎ウイルスや貯蔵食品に寄生

するカビ毒等に視点をおいて病理学的研究を行い成

果を上げられました。

４．エイズに併発する主な疾患としてカポシ肉腫

がありますが，アフリカの風土病としての同疾患に

ついて，すでに１９７０年代から文部省科学研究費，特

別事業費等によって地理病理学的調査研究を行い，

多くの成果をあげるとともに外国からも評価されて

います。

５．東南アジアおよび中国における悪性腫瘍疾患

の地理病理学および分子病理学的研究を行い，同地

域の諸国における研究と教育に貢献されました。

６．熱帯環境および人類生態と疾患の発現様式と

の関連性に関する学際的研究領域を医学のみならず

人文，社会，自然科学の領域の研究者との交流によっ

て開拓し，評価されています。

学内にあっては，平成３年４月から２年間熱帯医

学研究所長を務め，また平成９年１０月から附属図書

館医学分館長，平成１１年７月から平成１３年３月まで

附属図書館長を務めるなど，本学及び熱帯医学研究

所の運営等に貢献されました。

学外にあっては，昭和５３年から平成１３年まで（財）

放射線影響研究所顧問、日本学術振興会による拠点

大学方式大型共同研究プロジェクト（神戸大学・東

南アジア諸大学）のコーディネーター，国際協力事

業団（JICA）海外医療協力委員会委員，長崎県 JICA

派遣専門家連絡協議会会長を務められました。

学会関係では，日本病理学会評議員，日本熱帯医

学会編集幹事，日本アフリカ学会理事および大会長，

日本ナイル・エチオピア学会設立評議員および大会

長，国際熱帯医学マラリア学会総務委員長，国際エ

チオピア学会組織委員などを歴任し，学術の発展に

寄与されました。

国際医療関係では，病理学および熱帯医学の専門

家として国際協力事業団の要請を受け，東アフリ

カ・ケニア共和国国立病院客員病理部長，同国伝染

病対策プロジェクトチームリーダー，西アフリカ・

ガーナ共和国国立ガーナ大学医学部客員教授として，

また同時に東南アジア各国の大学で講義を要請され，

熱帯地の研究者や医師の研究および教育に従事され

ました。また文部省在外研究員としてドイツ連邦共

和国，連合王国，アメリカ合衆国における熱帯医学

研究者との交流を行い，これらの活動によりわが国

の国際協力の発展に寄与されました。

このように，同氏の優れた研究業績と幅広い学識，

また温厚誠実な人格と厳格な姿勢は学内外の研究者

に信頼されており，本学の発展のために貢献された

功績は極めて大きく，特筆に値するものであります。
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学長発令

任 免 等
の 区 分

発 令
年 月 日 氏 名 現 官 職 発 令 内 容 備 考

採 用 １３．６．１ 原 田 博 医学部 助手 神経感覚医学

昇 任 １３．５．１６

１３．６．１

１３．６．１

１３．６．１

小 妻 勝

塚 崎 智 雄

中 嶋 幹 郎

北 川 直 毅

水産学部 講師

医学部 講師

医学部附属病院 講師

医学部附属病院 助手

水産学部 助教授

歯学部 助教授

医学部附属病院 助教授

医学部附属病院 講師

長崎丸通信長

口腔病理学

薬剤部

脳神経外科

配 置 換 １３．５．１６

１３．６．１

１３．６．１

１３．６．１

上 村 明希子

芦 澤 潔 人

案 田 岳 夫

濱 � 圭 輔

医学部附属病院検査部

検査員

医学部附属病院 助手

医学部 助手

医学部 助手

医学部附属病院検査部

病理細菌技術者

医学部附属原爆後障害医

療研究施設 助手

医学部附属病院 助手

医学部附属病院 助手

放射線障害解析

脳神経外科

第一内科

辞 職 １３．５．３１

１３．５．３１

１３．６．１

１３．６．１

１３．６．１

１３．６．１

１３．６．１

笠 伸 年

富 永 丹

牛 島 隆二郎

境 徹 也

宇都宮 浩

神 田 幸 彦

寺 尾 嘉 彰

医学部附属病院 講師

医学部附属原爆後障害医

療研究施設 助手

医学部附属病院 助手

医学部附属病院 助手

医学部附属病院 助手

医学部附属病院 助手

医学部附属病院 助手

臨時的任用 １３．６．１ 上 岡 健 二 医学部附属病院看護部 看護士 ～１４．３．３１

育児休業 １３．５．１０

１３．６．１

中 尾 紀 子

小 林 美 香

歯学部附属病院 助手

医学部附属病院看護部 看護婦

～１３．１０．５

～１４．３．３１

任期満了退職 １３．５．２３ 上 岡 健 二 医学部附属病院看護部 看護士 １３．５．２２限り

職務復帰 １３．５．２３

１３．６．１

能 田 美 穂

田 上 直 美

医学部附属病院看護部 看護婦

歯学部附属病院 助手

育児休業より

育児休業より

長 崎 大 学 学 報第６２１号 平成１３年６月１日
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年月日 所 属 官 職 新 氏 名 旧 氏 名

１３．５．５ 医 学 部
附 属 病 院 医 員 進 藤 美智子 � 尾 美智子

１３．５．７ 医 学 部
附 属 病 院 文部科学技官 � 口 利恵子 橋 本 利恵子

１３．５．２１ 医 学 部
附 属 病 院 文部科学技官 千 葉 知 美 片 山 知 美

�氏名の変更

任 免 等
の 区 分

発 令
年 月 日 氏 名 現 官 職 発 令 内 容 備 考

免 １３．６．１

１３．６．１

１３．６．１

村 � � 彦

濱 � 洋一郎

� � 寮 二

医学部 講師

医学部附属病院 講師

医学部 助教授

医学部附属病院第二内科病棟医長

医学部附属病院皮膚科外来医長

医学部附属病院皮膚科病棟医長

命 １３．６．１

１３．６．１

１３．６．１

水 田 陽 平

竹 中 基

濱 � 洋一郎

医学部 講師

医学部附属病院 助手

医学部附属病院 講師

医学部附属病院第二内科病棟医長

医学部附属病院皮膚科外来医長

医学部附属病院皮膚科病棟医長

他機関転出者

発 令 年
月 日 氏 名 現 官 職 発 令 内 容 備 考

１３．６．１ 河 村 進 一 工学部 助手 呉工業高等専門学校

長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日 第６２１号
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事 務 局

医 学 部

学外の会議

○平成１３年度国立学校等経理部課長会議

（５月２１日�～５月２２日� 於東京医科歯科大学）

� 会計に関する諸問題について

� 人事行政の課題について

� 国立学校における事務の情報化の推進について

� 国立学校の施設整備について

� 公共工事入札契約適正化法等について

� 生涯学習の振興について

	 大学行政上の諸問題について


 科学技術・学術の振興について

� 政府調達室説明事項について

� 監査班説明事項について


 今後の国立学校の経理事務の在り方について

� 総務班説明事項について

� 予算班説明事項について

� 管財班説明事項について

� 経理班説明事項について

� 用度班説明事項について

○全国国立大学教養教育実施組織代表者会議及び事

務協議会

（５月２４日�～５月２５日� 於シーホークホテル

＆リゾート〔福岡市〕）

� 大学評価機構による大学（教養教育）評価に

ついて

� 全国国立大学教養教育実施組織代表者会議及

び国立大学教養教育担当組織協議会の両組織

連携後の会議名称及び連携後の在り方につい

て

� 教養教育の学内支援体制について

� その他

○国立大学事務局長会議

（５月２５日� 於学術総合センター（一橋記念講

堂））

� 当面する諸問題について

�高等教育関係

�科学技術・学術関係
�生涯学習政策関係
�人事関係
�会計関係
�国際関係
�文教施設関係
� その他

○第４２回国立六大学学長会議

（５月２９日�～５月３０日� 於金沢大学）

� 大学院の部局化等の課題について

� 国立大学の独立行政法人化について

○国立大学入学者選抜研究連絡協議会

第２２回大会及び入研協セミナー

（５月３０日�～６月１日� 於メルパルク東京）

・公開討論会等

○国立大学等施設担当部課長会議

（５月３１日�～６月１日� 於学術総合センター

（一橋記念講堂））

� 当面する諸問題について

� その他

○第７１回国立大学医学部長会議

（５月１７日� 於都市センターホテル〔東京都〕）

� 医学教育における東洋医学の位置づけについて

� 「要望書」について

� 全国共用試験と医学教育モデルコアカリキュ

ラム等について

○全国医学部長病院長会議平成１３年度定例総会

（５月１８日� 於都市センターホテル〔東京都〕）

� 医学教育委員会・カリキュラム調査専門委員

会報告

� 医学教育委員会・国家試験に関する専門委員

会報告について

長 崎 大 学 学 報第６２１号 平成１３年６月１日
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薬 学 部

工 学 部

熱帯医学研究所

� 広報委員会報告

� 大学病院の医療に関する委員会報告

� 医学部（医科大学）の基本問題に関する委員

会報告

� 研修義務化について

� 医療事故報告書・ニアミス報告書の取扱いに

ついて

� 医学教育における東洋医学の位置付けについて

� 医療事故における公的第三者機関の設置の提案

� 医療スタッフの大幅増員を求める

	 卒後研修必修化についてその他


 その他

○第２７回国立大学動物実験施設協議会総会

（５月２５日� 於宇部全日空ホテル）

� 平成１２年度決算と監査報告について


 大学等における腎症候性出血熱予防指針改訂

（案）について

� 感染動物実験における安全対策（案）並びに実

験動物の授受に関するガイドライン，動物実験施

設間における系統動物の分与に関するガイドライ

ン（平成５年５月改訂）の改訂について

� 平成１３年度事業計画（案）について

� 平成１３年度予算（案）について

� 次期（第２８回）総会開催校の幹事校選任について

� 第２９回国立大学動物実験施設協議会総会（平

成１４年度）開催校の推薦について

○平成１３年度国公立大学薬学部長（科長・院長・学

長）会議（５月２５日� 於KKRホテル東京）

� 議事録概要と署名人及び来年度当番校について


 教育年限と臨床薬学実習と六者懇について

� コア・カリキュラムについて

� 病院・薬局実務実習について

� 劇毒物の管理について

� 国公立大学薬学部長（科長・院長・学長）会

議と国立大学附属病院薬剤部長会議との代表

者懇談会からの提案事項について

� 国立大学医学部長会議と国公立大学薬学部長

（科長・院長・学長）会議との代表者懇談会

の設置について

� 平成１３年度国公立大学薬学部長（科長・院

長・学長）会議要望書について

� その他

○第５１回国立大学工学部長会議・総会

（５月１７日�～５月１８日� 於都ホテル〔京都市〕）

� 最近の工学系教育改善の取り組みと教育評価

システムについて


 国際的に通用するエンジニアの教育について

－アクレディテーションへの対応－

� 産学連携について

� 入試科目の増加について

○第４１回共同利用研究所長懇談会

（５月８日� 於学術総合センター〔東京都〕）

� 文部科学省における「国立大学等の独立行政

法人化に関する調査検討会議」の検討状況に

ついて


 共同利用の制度的保証に関するアピール文

（案）について

○第６０回文部科学省所轄ならびに国立大学附置研究

所長会議総会

（５月３０日�～５月３１日� 於千里阪急ホテル〔豊

中市〕）

� 各分科会報告及び協議

・第１分科会（研究所の連携ネットワークにつ

いて）

・第２分科会（研究所の独法化と財政について）

・第３分科会（教官の任期制について）

・第４分科会（研究所の評価について）


 各部会報告及び協議

・第１部会 理工学

・第２部会 医学・生物学

・第３部会 人文・社会科学

長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日 第６２１号
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附 属 図 書 館

医学部附属病院

歯学部附属病院

○第５２回文部科学省所管研究所事務（部）長会議総会

（５月３１日� 於千里阪急ホテル〔豊中市〕）

� 前回総会報告

� 各部会報告

� その他

○平成１３年度国立大学附属図書館事務部課長会

（５月２９日� 於東京医科歯科大学）

� 大学図書館の当面する諸問題について

○第７２回日本医学図書館協会総会

（５月１７日�～５月１８日� 於栃木県総合文化セ

ンター）

� 平成１２年度事業報告について

� 平成１２年度決算について

� 平成１３年度事業計画（案）について

� 平成１３年度予算（案）について

� 入会金及び会費に関する細則の改正（案）に

ついて

	 将来計画委員会，資料保存委員会，各最終答

申，報告について（質疑）

○全国医学部長病院長会議平成１３年度定例総会

（５月１８日� 於都市センターホテル〔東京都〕）

� 医学教育委員会・カリキュラム調査専門委員

会報告

� 医学教育委員会・国家試験に関する専門委員

会報告について

� 広報委員会報告

� 大学病院の医療に関する委員会報告

� 医学部（医科大学）の基本問題に関する委員

会報告

	 研修義務化について


 医療事故報告書・ニアミス報告書の取扱いに

ついて

� 医学教育における東洋医学の位置付けについて

� 医療事故における公的第三者機関の設置の提案


 医療スタッフの大幅増員を求める

� 卒業研修必修化についてその他

� その他

○第３５回全国国立大学歯学部附属病院薬剤部長会議

（５月１７日�～５月１８日� 於札幌アスベンホテル）

� 本会議議長職の設置

� 本会議の議事録の記録

� 国立大学歯学部附属病院薬剤部の設備

� 医療事故防止対策

� 臨床研修の必修化と薬剤部の役割

長 崎 大 学 学 報第６２１号 平成１３年６月１日
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学内の会議
○第１回就職委員会（５月８日�開催）
� 就職活動に係支援体制等について

� その他

○機器分析センター運営委員会（５月８日�開催）
� 平成１２年度機器分析センター運営費収支決算

について

� 平成１３年度機器分析センター運営費予算要求

について

○第２回学術交流委員会（５月１１日�開催）
� 長崎大学とベラルーシ医科大学との間の学術

交流協定書（案）について

� その他

○評議会評価専門部会（５月１１日�開催）
� 学内における評価システムの構築について

� 教員の個人評価について

� その他

○第１回附属図書館委員会（５月１１日�開催）
� 平成１３年度大型コレクション等の収集計画に

ついて

� その他

○事務連絡協議会（５月１５日�開催）
� 長崎大学施設整備委員会規則について

� 長崎大学学則の一部改正について

� 長崎大学大学院学則の一部改正について

� 長崎大学教員選考規則の一部改正について

� その他

○部局長会議（５月１８日�開催）
� 遺伝子実験施設助手の任用について

� 長崎大学アイソトープ総合センター規則の一

部改正について

� 名誉教授の選考について

� 長崎大学施設整備委員会規則の制定について

� 長崎大学学則の一部改正について

� 長崎大学大学院学則の一部改正について

	 長崎大学教員選考規則の一部改正について


 長崎大学とベラルーシ医科大学との間の学術

交流協定書（案）について

� 平成１４年度概算要求関係について

� その他

○第４９５回評議会（５月１８日�開催）
� 名誉教授の選考について

� 長崎大学施設整備委員会規則の制定について

� 長崎大学学則の一部改正について

� 長崎大学大学院学則の一部改正について

� 平成１４年度概算要求関係について

� その他

○第２８回大学改革推進委員会（５月１８日�開催）
� 各専門委員会からの報告

� 検討テーマに対する部局改革の取り組みにつ

いて

○第２２回大学改革推進委員会学部教育専門委員会

（５月１８日�開催）
� 各ＷＧの検討状況について

� その他

○第２回入学者選抜実施専門委員会

（５月２２日�開催）
� 平成１４年度入学者選抜試験関係行事予定につ

いて

� 平成１４年度入学者選抜要項（大綱）について

� その他

○第２回ＡＯ入試専門委員会（５月２２日�開催）
� 平成１４年度ＡＯ入試募集要項について

� その他

長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日 第６２１号
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○第２回入学者選抜方法研究専門委員会

（５月２２日�開催）
� 平成１３年度入学者選抜統計資料について

� 大学入試センター試験「５教科７科目」実施

について

� その他

○第２回学生委員会（５月２２日�開催）
� 平成１３年度長崎大学学生生活研究会について

� 平成１３年度前期授業料免除に係る選考について

� その他

○第３９回生涯学習教育研究センター運営委員会

（５月２５日�開催）
� センターの位置付けについて

� 平成１３年度センター予算執行計画について

� 長崎大学公開講座叢書１４について

○第９回広報委員会（５月２８日�開催）
� 長崎大学ホームページ管理運用規定（案）に

ついて

� 長崎大学情報公開取扱規定の一部改正について

� 長崎大学ホームページについて

� 専門委員会の設置について

� その他

○第１回全学教育実施委員会（５月２９日�開催）
� 全学教育実施委員会の検討スケジュールにつ

いて

� 学部別受講曜日について

� 各学部が課す初習外国語の科目について

� 全学教育の担当可能な科目に関する調査につ

いて

� 選択科目の開講コマ数について

	 その他

長 崎 大 学 学 報第６２１号 平成１３年６月１日
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▼
目

次
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・
長
崎
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
学
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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�

学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
文
部
科

学
省
令
第
四
十
九
号
）
の
施
行
に
よ
り
、
短
期
大
学
の
専
攻
科
へ
の
入
学
に

関
し
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

者
と
し
て
、
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国

に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る
十
四
年

の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、
本
学
の
編

入
学
に
係
る
入
学
資
格
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。

�

大
学
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
文
部
科
学
省
令

第
四
十
五
号
）の
施
行
に
伴
い
、
大
学
は
、
授
業
を
外
国
に
お
い
て
履
修（
多

様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
さ
せ
る
場
合
も
含
む
。）
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

	

同
省
令
の
施
行
に
伴
い
、
大
学
は
、
学
生
が
外
国
の
大
学
又
は
短
期
大
学

が
行
う
通
信
教
育
に
よ
る
授
業
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り

修
得
し
た
単
位
を
、
六
十
単
位
を
上
限
に
当
該
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た
も

の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

・
長
崎
大
学
大
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
学
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●
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学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
文
部
科

学
省
令
第
四
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に

お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
外
国
の

学
校
教
育
に
お
け
る
十
六
年
（
医
学
等
を
履
修
す
る
博
士
課
程
へ
の
入
学
に

つ
い
て
は
、
十
八
年
）
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
、
新
た
に
大
学
院
へ
の
入

学
資
格
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
。

�

同
省
令
の
施
行
に
伴
い
、
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業

科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
し
、
修
士
の
学
位
に
相
当
す
る
学
位
を
授
与

さ
れ
た
者
に
、
新
た
に
大
学
院
（
博
士
後
期
課
程
に
限
る
。）
へ
の
入
学
資

格
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

・
長
崎
大
学
受
託
研
究
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●
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平
成
十
三
年
度
か
ら
受
託
研
究
員
の
研
究
料
の
額
が
改
定
さ
れ
る
機
会
に
、

文
部
科
学
省
の
通
知
に
基
づ
き
長
崎
大
学
受
託
研
究
員
規
則
に
お
け
る
受
託

研
究
員
の
研
究
料
の
額
の
規
定
を
定
め
る
方
法
を
見
直
し
、
本
規
則
に
、
研

究
料
の
額
は
文
部
科
学
省
の
通
知
に
定
め
る
額
で
あ
る
旨
を
規
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
研
究
料
の
額
の
改
定
に
よ
る
本
規
則
改
正
を
要
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

�

受
託
研
究
員
の
受
入
れ
等
に
つ
い
て
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
十
二
文

科
振
第
二
百
九
十
六
号
文
部
科
学
省
研
究
振
興
局
長
通
知
）
に
基
づ
き
、
中

央
省
庁
等
再
編
等
に
よ
り
農
林
水
産
省
試
験
研
究
機
関
が
独
立
行
政
法
人
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
受
託
研
究
員
の
区
分
、
研
究
期
間
等
の
関
係
規

定
を
整
備
す
る
こ
と
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

・
長
崎
大
学
教
員
選
考
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●
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大
学
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
文
部
科
学
省
令
第

四
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
教
授
等
の
教
員
の
資
格
に
つ
い
て
、
大
学
に
お

け
る
教
育
を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
上
の
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
要
件

全
学
規
則
等
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と
す
る
こ
と
と
し
教
育
上
の
能
力
を
重
視
す
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
外

国
の
大
学
に
お
け
る
教
員
と
し
て
の
経
歴
を
国
内
の
大
学
に
お
け
る
経
歴
と
同

様
に
扱
う
こ
と
及
び
助
教
授
等
の
資
格
に
係
る
助
手
等
と
し
て
の
経
歴
に
つ
い

て
在
職
年
数
を
問
わ
な
い
こ
と
と
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

・
長
崎
大
学
施
設
整
備
委
員
会
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●

長
崎
大
学
の
す
べ
て
の
土
地
、
建
物
、
工
作
物
、
屋
外
環
境
、
基
幹
設
備
等

の
教
育
研
究
施
設
に
関
す
る
設
備
計
画
及
び
教
育
研
究
施
設
の
維
持
管
理
等
に

つ
い
て
総
合
的
に
審
議
す
る
長
崎
大
学
施
設
整
備
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
組

織
、
運
営
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
こ
の
規
則
を
制
定
す
る
も

の
。

・
長
崎
大
学
専
攻
科
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●

学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
文
部
科
学

省
令
第
四
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け

る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
外
国
の
学
校
教

育
に
お
け
る
十
六
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
、
新
た
に
専
攻
科
へ
の
入
学
資

格
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

・
長
崎
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
●

長
崎
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
組
織
に
、
本
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
及
び
遺
伝
子
実
験
施
設
か
ら
選
出

さ
れ
る
委
員
各
一
人
を
加
え
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

・
長
崎
大
学
外
国
人
受
託
研
修
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
●

平
成
十
三
年
度
か
ら
外
国
人
受
託
研
修
員
の
研
修
料
の
額
が
改
定
さ
れ
る
機

会
に
、
文
部
科
学
省
の
通
知
に
基
づ
き
外
国
人
受
託
研
修
員
の
研
修
料
の
額
を

改
め
る
方
法
を
見
直
し
、
研
修
料
の
額
は
文
部
科
学
省
の
通
知
に
定
め
る
額
で

あ
る
旨
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毎
回
研
修
料
の
額
の
改
定
に
よ
る
本
規
則

改
正
を
要
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
一
部
字
句
の
整
備
を
含
め
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

・
長
崎
大
学
中
国
医
学
研
修
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●

平
成
十
三
年
度
か
ら
中
国
医
学
研
修
生
の
研
修
料
の
額
が
改
定
さ
れ
る
機
会

に
、
文
部
科
学
省
の
通
知
に
基
づ
き
中
国
医
学
研
修
生
の
研
修
料
の
額
を
改
め

る
方
法
を
見
直
し
、
研
修
料
の
額
は
文
部
科
学
省
の
通
知
に
定
め
る
額
で
あ
る

旨
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毎
回
研
修
料
の
額
の
改
定
に
よ
る
本
規
則
の
改

正
を
要
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

・
長
崎
大
学
私
学
研
修
員
、
専
修
学
校
研
修
員
及
び
公
立
大
学
研
修
員
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●
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私
学
研
修
員
、
専
修
学
校
研
修
員
、
公
立
高
等
専
門
学
校
研
修
員
、
公
立

大
学
研
修
員
及
び
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
員
受
入
実
施
要
項
に
つ
い
て

（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
十
二
文
科
振
第
二
百
九
十
七
号
文
部
科
学
省
研

究
振
興
局
長
通
知
）
に
よ
り
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
新
た
に
私
学
研
修
員
等

制
度
に
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
員
制
度
が
加
わ
っ
た
こ
と
。

�

平
成
十
三
年
度
か
ら
私
学
研
修
員
、
専
修
学
校
研
修
員
、
公
立
高
等
専
門

学
校
研
修
員
、
公
立
大
学
研
修
員
及
び
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
員
の
研
究

料
の
額
が
改
定
さ
れ
る
機
会
に
、
文
部
科
学
省
の
通
知
に
基
づ
き
私
学
研
修

員
等
の
研
究
料
の
額
を
改
め
る
方
法
を
見
直
し
、
研
究
料
の
額
は
文
部
科
学

省
の
通
知
に
定
め
る
額
で
あ
る
旨
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毎
回
研
究
料

の
額
の
改
定
に
よ
る
本
規
則
の
改
正
を
要
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

�

一
部
字
句
を
整
備
す
る
こ
と
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。
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第６２１号長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日
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平成１３年６月１日長 崎 大 学 学 報第６２１号
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第６２１号長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日
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平成１３年６月１日長 崎 大 学 学 報第６２１号
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第６２１号長 崎 大 学 学 報平成１３年６月１日
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平成１３年６月１日長 崎 大 学 学 報第６２１号



（平成１３年５月１日～５月３１日制定分）

部局規程等の改正の概要

概 要

長崎大学研究教育用エックス線装置放射線障害防止管
理規則（昭和５８年規則第１号）の一部改正に伴い，実効
線量当量を実効線量とすることなどの用語の変更，管理
区域における線量当量率等の測定方法，エックス線取扱
者に係る線量の測定結果の記録及び保存方法，電子顕微
鏡による放射線障害の防止等の関係規定を整備するため，
所要の改正を行うもの。

中央省庁等改革に伴う大臣の職名変更及び国際規制物
資の使用に関する規則の題名変更に伴い，一部字句の整
備を含め，所要の改正を行うもの。

長崎大学研究教育用エックス線装置放射線障害防止管
理規則（昭和５８年規則第１号）の一部改正に伴い，実効
線量当量を実効線量とすることなどの用語の変更，管理
区域における線量当量率等の測定方法，エックス線取扱
者に係る線量の測定結果の記録及び保存方法，電子顕微
鏡による放射線障害の防止等の関係規定を整備するため，
所要の改正を行うもの。

長崎大学研究教育用エックス線装置放射線障害防止管
理規則（昭和５８年規則第１号）の一部改正に伴い，実効
線量当量を実効線量とすることなどの用語の変更，管理
区域における線量当量率等の測定方法，エックス線取扱
者に係る線量の測定結果の記録及び保存方法，電子顕微
鏡による放射線障害の防止等の関係規定を整備するため，
所要の改正を行うもの。

長崎大学研究教育用エックス線装置放射線障害防止管
理規則（昭和５８年規則第１号）の一部改正に伴い，実効
線量当量を実効線量とすることなどの用語の変更，管理
区域における線量当量率等の測定方法，エックス線取扱
者に係る線量の測定結果の記録及び保存方法等の関係規
定を整備するため，所要の改正を行うもの。

長崎大学研究教育用エックス線装置放射線障害防止管
理規則（昭和５８年規則第１号）の一部改正に伴い，実効
線量当量を実効線量とすることなどの用語の変更，管理
区域における線量当量率等の測定方法，エックス線取扱
者に係る線量の測定結果の記録及び保存方法，電子顕微
鏡による放射線障害の防止等の関係規定を整備するため，
所要の改正を行うもの。

制 定 日
（施行日）

１３．５．１４
（１３．５．１４）

１３．５．２
（１３．５．２）

１３．５．３１
（１３．５．３１）

１３．５．１４
（１３．５．１４）

１３．５．３１
（１３．５．３１）

１３．５．３１
（１３．５．３１）

規 程 等 名
（規程等番号）

長崎大学教育学部研究教育用
エックス線装置放射線障害防止
規程の一部を改正する規程

長崎大学医学部国際規制物資計
量管理規程の一部を改正する規
程

長崎大学医学部研究教育用エッ
クス線装置放射線障害防止規程
の一部を改正する規程

長崎大学歯学部・歯学部附属病
院研究教育用エックス線装置放
射線障害予防規程の一部を改正
する規程

長崎大学薬学部研究教育用エッ
クス線装置放射線障害防止規程
の一部を改正する規程

長崎大学工学部研究教育用エッ
クス線装置放射線障害防止規程
の一部を改正する規程
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概 要

長崎大学研究教育用エックス線装置放射線障害防止管
理規則（昭和５８年規則第１号）の一部改正に伴い，実効
線量当量を実効線量とすることなどの用語の変更，管理
区域における線量当量率等の測定方法，エックス線取扱
者に係る線量の測定結果の記録及び保存方法，電子顕微
鏡による放射線障害の防止等の関係規定を整備するため，
所要の改正を行うもの。

本研究所の運営の都合上，本研究所教授会の定例開催
日を医学研究科教授会の定例開催日とあわせるため，所
要の改正を行うもの。

病院研修生の受入れに伴う費用について（平成１３年３
月３１日１２文科高第２７４号文部科学省高等教育局長通知）
に基づき，研修生の範囲に言語聴覚士，保健士及び看護
士の免許を有する者を加えるため，一部字句の整備を含
め所要の改正を行うもの。

病院研修生の受入れに伴う費用について（平成１３年３
月３１日１２文科高第２７４号文部科学省高等教育局長通知）
に基づき，研修生の範囲に言語聴覚士，保健士及び看護
士の免許を有する者を加えるため，一部字句の整備を含
め所要の改正を行うもの。

長崎大学研究教育用エックス線装置放射線障害防止管
理規則（昭和５８年規則第１号）の一部改正に伴い，実効
線量当量を実効線量とすることなどの用語の変更，管理
区域における線量当量率等の測定方法，エックス線取扱
者に係る線量の測定結果の記録及び保存方法，電子顕微
鏡による放射線障害の防止等の関係規定を整備するため，
所要の改正を行うもの。

長崎大学研究教育用エックス線装置放射線障害防止管
理規則（昭和５８年規則第１号）の一部改正に伴い，実効
線量当量を実効線量とすることなどの用語の変更，管理
区域における線量当量率等の測定方法，エックス線取扱
者に係る線量の測定結果の記録及び保存方法等の関係規
定を整備するため，所要の改正を行うもの。

制 定 日
（施行日）

１３．５．１４
（１３．５．１４）

１３．５．３０
（１３．５．３０）

１３．５．２
（１３．５．２）

１３．５．２
（１３．５．２）

１３．５．１４
（１３．５．１４）

１３．５．３１
（１３．５．３１）

規 程 等 名
（規程等番号）

長崎大学水産学部研究教育用
エックス線装置放射線障害防止
規程の一部を改正する規程

長崎大学熱帯医学研究所教授会
規程の一部を改正する規程

長崎大学医学部附属病院研修生
受入規程の一部を改正する規程

長崎大学歯学部附属病院研修生
受入規程の一部を改正する規程

長崎大学地域共同研究センター
研究教育用エックス線装置放射
線障害防止規程の一部を改正す
る規程

長崎大学機器分析センター研究
教育用エックス線装置放射線障
害防止規程の一部を改正する規
程
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概 要

長崎大学研究教育用エックス線装置放射線障害防止管
理規則（昭和５８年規則第１号）の一部改正に伴い，実効
線量当量を実効線量とすることなどの用語の変更，管理
区域における線量当量率等の測定方法，エックス線取扱
者に係る線量の測定結果の記録及び保存方法等の関係規
定を整備するため，所要の改正を行うもの。

長崎大学研究教育用エックス線装置放射線障害防止管
理規則（昭和５８年規則第１号）の一部改正に伴い，実効
線量当量を実効線量とすることなどの用語の変更，管理
区域における線量当量率等の測定方法，エックス線取扱
者に係る線量の測定結果の記録及び保存方法，電子顕微
鏡による放射線障害の防止等の関係規定を整備するため，
一部字句の整備を含め所要の改正を行うもの。

制 定 日
（施行日）

１３．５．１４
（１３．５．１４）

１３．５．１４
（１３．５．１４）

規 程 等 名
（規程等番号）

長崎大学環境保全センター研究
教育用エックス線装置放射線障
害防止規程の一部を改正する規
程

長崎大学医療技術短期大学部研
究教育用エックス線装置放射線
障害防止規程の一部を改正する
規程
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